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「企業の社会的責任」とテイラー学説
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1 .はじめに

斎場原理を中心とする新吉由主義(ネオリベ

ラリズム)が麗関する環代資本主義社会におい

て，多国籍企業が社会へ与える影響は非常に大

きくなってきており，経済のグローパリゼー

ションあるいはグローパル資本主義などといわ

れている。このような影響に対して，国連など

の国際機関や各国各種NGOの活動などの社会

からは，反グローパリゼーションあるいはオル

タナティブなグローパリゼーションへの動きも

活発化している。また学界や政界また実業界に

おいて，各々に論争はあるが現代資本主義社会

の開題として， CSR論，つま与企業の社会的

責任論が活発に議論されている。

中 道 異

本研究ノートは，筆者が「多国籍企業と社

会jというテーマを考察するにあたって，金業

の社会的責任論の起j罪、および歴史を紐解くため

にテイラー (Taylor，Frederick Winslow) 

論文“Piece-IミateSystem" (以下， PRS論文

と省略)のテキストおよび若干のコンテキスト

について検討するものである。

現代では，事業分野が多角化された全業や自

らは製造せずにその設計やマーケティングに替

化するようなファプレス型企業，あるいは小売

業などのサーさス産業などの多国籍企業が台頭

してきているが，当時の製造企業は，資源採握

企業や金属加工業などの事業が主で，かつまだ

事業が多角化されていない製造企業が中心で

あったことは胃知であろう。

したがって PRS論文が発表された1895年は，

現代と誌企業の規模や組織は大きく異なること

は論をまたない。しかし，この待合は現代と再

じくグローパワゼーションが進畏し，金業の国

際fとが農廃していく時代であること1)が共通し

ている。そこで，現代と再じグローパリゼー

ションが進展する PRS論文が書かれた時代に

おいて，全業の社会的責任はどのように捉えち

れていたのであろうか。

以下で辻このような時代に書かれた PRS論

1) Jones (2005) では，第 1次グローパル経済
(1888年から1927年〉と新または第 2次グローパ

ル経清 (1979年から)の二つの時患をグローバル

経済と区分している。また亀井(1995) では，第

1章および第2章において f多国籍企業の生成前
史jとして，第 1次世界大戦までに直接投資が相

当の規模(対民関投資の半分)で行われてきたこ

とが実註されている (1-41頁〉。
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文を，金業を巡る社会問題，持に労穫紛争問題 イラーあるいは科学的管理に関する再解釈は，

に限定されるが，その一つの解決策として広く 霊史的に継続して伝われてきており，また最近

は「企業の社会的責任Jについて書かれたテキ
ストと解釈できる可能性を検討しようと試みる

こととしたい。

言い換えれば，本研究ノートは， rテイラー
学説を現代における企業の社会的責任に応えう

る内容として再検討するFための第一歩とし
て，グローパワゼーションが進展する時代に書

かれた PRS論文のテキストを中心に考察する

ことが課題ともいえる。

1 若干の予備的考察

テイラーの学説に関する見解は，その擁護や

批特も含めて様々であるc そこで，本研究ノー

トの課題「テイラー学説を，現代における金業

の社会的責{壬に応えうる内容として再検討す

るjために，まず PRS論文のテキストを詳細

に検討することからはじめることにしたいQ

テイラー学説に関する多くの見解iこともすれ

ぜ混乱させられる可能性を避けるためにも，テ

イラー自身が何を考え，どう主張しているのか

を追及することが重要であろう。 17nえばSpen-

der (1996)では次のように書かれている。

「脊学的管理に関する多くの議論に浸透し

たナイーブなレトリックにつかまらないよう

にするのは難しいことである。このことは，

特にそう患い込まれている科学的誉理の非人

間牲にあてはまるoJ3)
また，本新究ノートで試みようとしているテ

2) 本訴究ノートは，龍谷大学社会科学研究所の寄

究プロジェクト「社会経営学方法論の確立のため

の経営学説研究jなどの研究会にて報告した内容

および研究会で頂いた指摘や議論を元に，課題と

方法を再検討し，若干の考察を加えたものである。

この課題は，上記プロジェクトの筆者の課題でも

ある。また，テイラーおよび科学的管理研究の蓄

積は膨大であり，筆者がその山へ分け入ろうと意

罰するものではなく， i多国籍企業の社会的責
任」を研究するにあたって，その歴史的背景の一

端として考察するものである。

3) Spender (1996) p.3 (邦訳3ページ)。

も新しい取り組みがなされているという。先の

Spender (1996) を再び引用すると，次のよう

に書かれている。

「産業が現代生活に及ぼす影響に関心を持

つ多くの人々は，フレデワック・テイラーと

彼の業績にも好奇心を持つ。(中略)彼の主

張は鳶くべきほど広範な支持者とともに，批

判者や懐疑者たちをも引き付けている。テイ

ラーの一生に関しては余りにも多くのことが

謎めいており，震昧であり，説明されておら

ず，秘密でさえあるので，近い将来膨大な再

検討と再解釈および論争が生起してくるであ

ろうoJ4)

本研究ノートでは，企業の社会的責任論を考

察するために再解釈しようと試みるものである。

そこで，テイラー自身が何を考え，どう主張

しているのかを追及するために，テキストを詳

細に検討することとともに. PIミS論文が書か

れた隷々な昔景も同時に考察することが重要で

あるa 三井 (2004) によると，テキストをコン

テキストから現り離し「自律的体系Jとして読
むテキスト中心主義といった方誌と，テキスト

を歴史的，社会的，文化的，思想的なコンテキ

ストとの関わちで解釈する，コンテキスト中心

主義の方法があるという G 本研究ノートでは，

テキスト自体を自立的なものととらえそこから

「普遍的な意味Jを探ろうとするのではなく，
f一定の状況下での，主体としての酒々の患想

家の意国に基づく言葉による陳述J5)として捉

えることとする。従って本研究ノートでは，試

下， 1m.“A Piece-IミateSystem"論文の概要
と若干の考察jにおいて PRS論文を詳継に確

認し.IW.総括と今後の課題jにおいてコン
テキストについて若干の指摘を行いたい。

4) Ibid.， p.ix. (邦訳lXページ)。また近年では賓
類 (2005)，中JII(1992)にも詳しい。
5) 三井 (2004)29-31ページ。三井 (2004)の患

想史方法論については， Skinner (1988) に基づ

いている。
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ill.“A Piece-Rate System"論文の
概要と若干の考察

(1) PRS論文の講成と主張

本研究ノートでとりあげる PRS論文は，テ

イラーの科学的管理に関する論文では最初の論

文である。「出来高払制志案jや「一つの出来

高給制震jなどと訳されている。 1895年，デト

ロイト甫における AS日E (American Society 

of立echanicalEngineers ;アメリカ機械学

会)大会にて発表され，会場でのデイスカッ

ションを加えたものが，論文として発表されて

いる6)。目次は村されていないが，イントロダ

クションの後にインデックスが付され，本文が

続き，最後にデイスカッションという構成と

なっている。

全体を惰閉まするにあたり，ここでは訳書にて

上野陽一氏によって訳の本文中につけられてい

る小見出しを需用することにしたい7)。下記詰，

その小見出しを抜き出して作成した目次である。

付されている番号も訳書の本文中につけられて

いる番号である。

イントロダクション

1.製造工業における危険

2.制度の必要

3.管理制衰の選定

4.普通のE給割度とその欠陥

5. 日給制震の欠陥を改める方法

6. 日韓制ではどんなに管理が行き届いてもなお欠

陥がある

7 .普通の出来高払制度

8.普通の出来高払制度が工員に及ぼす道管、的影響

9.やや改良された出来高払制度

10.所得分配制および割増金制の者害

6) アメワカ襲被技師協会と訳されている場合もあ

る。テイラーは， ASMEに1886年に入会してか

ら，本論文発表より蔀の1893年に“Noteson 
Belting"を発表している。なお，本研究ノート

ではインデックスおよびデイスカッションの部分

は検討していない。

7) 上野陽一訳・編 f科学的管理法〈新版>J 1969 
年，産業能率大学出販部。

11.詰同すなわち所得分配

12.労使協議は可能か不可能か

13.労使協議のために取り除かねばならない障害物

14.普通の単価決定法

15.基本的単価決定法の由来と発達の経路

16.基本的単価決定法の開

17.正確な単髄の決定は最大生産の第一歩である

18.率を異にする出来高払割度の説明

19.工員取扱い上の原期

20.抵率および高率賃金の定め方

21.賃金計算の単位

22.率を異にする出来高払制度による科益

23.基本的単倍決定法と率を異にする出来高払制変

といずれがより重要であるか

24.ハンドブック

25.単錨決定部の組識と目的

26.基本的単価決定法の間接的利益

27.機械および工員の生産高を増す可能性の実例

28.率を異にする単栖の最拐の適用とその効果

29.工員の取扱い方に爵するー設的注意

30. この制度の及ぼす道能的効果

31.この制度の蒋来発展の可能性

イントロダクションにて，テイラーの主張す

る管理制度の 3つの要素およびPまSで主張さ

れている管理制度の科点が述べられている D 続

いて，上記目次番号の 1から11まで，当時の現

状が記述され，普通一般に用いられている管理

制度とその欠点が述べられ， 12・13にて労使協

調の可能性について述べられている。 14から28

まで，単髄決定の方法と率を異にする出来高払

制度，およびその関採について論じられ，最後

におから31にてその弛の注意事項およびテイ

ラーの主張する制度の総括がなされている。

さて，イントロダクションの最初では，次の

ように記している。

「普通の出来高払制では，資本家と労働者

とは永久に対立しなければ会らない素質を

もっており，また，高い能率を発揮する工員

は必ずある程度の罰をうけなければならない

ようになっている。〈中略)しかしながら立

が案出した制度は，理論的にも，その結果か

らみても，ともに正反対で為る G この制度の



104 経営学論集 Vol. 47 No.3 

もとにおいては，各工員の利害と雇主の利害

とを一致させ，高い能率を出す者にはよけい

な割増金を払う。J
このように最初の部分で，労使の利害を一致

させる賃金支払制変について書かれている叱

この賃金支払制度辻.PIミS論文の論題の一部

にもなっているのであるが テイラー自身詰後

に発表した Taylor(1903) においてこの制度，

つまり f率を異にする出来高払観度jに主張の

力点があるのではなし単価決定およびその決

定方法における単位時間の精細な科学的研究に

力点があると述べられているむそこでは次のよ

うに記されている。

「この全制度(テイラーの主張する制定;

筆者挿入〉は単位時間の精細な科学的研究を

土台としているもので，この萌究は務学的管

理法の要素として最も重大なものであるc

(中略〉私は. 1895年 f出来高払制私案jと
題する論文を ASMEの席上で発表したこと

がある。これを書いた主な目的はよき管理法

の基礎として，単位持需の研究が必、要なこと

を論ずるにあった9 しかし不用意にも(中

略)r率を異にするj出来高払制度のことを
同時に説明したのである。(中略〉単につけ

たしの意味しかないものであることをこと

わっておいたのであるけれども，肝心の主旨

である f単位時間Jの努究にはほとんど論及
するものがなく，内外国雑誌は筆を構えて率

を異にする制度を論評するというふうであっ

た。(中略)私は諸君が本書を書いた主目的

を見過ごされないことを希望する。そして科

学的尋問研究に対してその重要さにふさわし

い注意を払ってもらいたいoJ9)
この部分に関して PRS論文では，次のよう

に記されている。

「工場の生産高を増す工夫として，率を異

にする出来高払制度と科学的単価決定法との

8) 当時， ASMEにて賃金支払い制震について，
タウン氏やハルシ一氏の主張する賃金支払制度と
議争があった。

9) Taylor (1903) p.58. (邦訳86-87ページ)

二つについて述べたが，後者は前者よりもは

るかに重要である。(中略)この制度を適用

することによって，工員も管理者もともに，

よく講和協力し，かつ互いに患の権利を尊重

することが，結謁お互いの剥益になるもので

あるということがよく認められてくれば，も

はや絶対的に必要な制度ではなくなる。その

かわりに，単価決定部は絶対的になくてはな

らないものになってくる。J10)
したがってt PRS論文におけるテイラーの

主張は，労慢の科書を一致させる「単僅決定お

よびその決定方法における単泣時間の精細な科

学的研究Jの必要および重要性であるといえる。

(2) テイラーの箸理制度における 3つの要棄と利点

さて，イントロダクションの続きおよび以蜂

の内容についてもテキストを検討することが必

要である。しかしここで辻，その概要のみを前

記目次に沿って，以下，記して確認することと

したい。ただし以下の概要は，テキストの要点

を筆者がまとめたものであり，引用そのもので

はない。なお下線試筆者の視点で，要点を示し

たものである c

さて，イントロダクションの続きでは，次の

ように，管理事i度における 3つの要素と利点が

述べられている。

フィラデルフィアのミッドベール製鋼会社の工場に

おけるテイラーの管理制度の3つの要素

(計基本的な単舗を決定する部門

仕事(作業)を要素的作業に分析し，全作

業に要する時間を算出する。

i日来の方法:作業全体の記録をとっておき，
畝た作業へ想像を加えて算出するc

(2) 率を異にする出来高払制度

同じ仕事に対して，二種類の賃金単倍q 高

い単倍は最短時間かつその勉条件を溝たし

た場合。低い単鍾は持需がかかるかまたは

何か不完全な点があった場合。ただし，高

い単倍は類似の他の工場よ与も余計に情け

10) Taylor (1895) p.69. (邦訳28ページ)
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うる単錨である必要があるむ

普通の場合:工員が生産力を増すと反って

賃金を減らされる。

(3) 日給制度で動く工員を最もうまく管理す

る方法と立がf言じるもの
「入に払うのであって，地位に払うのでは

ない」。賃金誌できるだけ，熟練の程度や

努力の程度などによって決める。工員の信

人的な功名心を刺激する。各工員の正直不

正直，出動の割合などを正確に記録してお

き，その記録に基づいて各工員の給料を常

に謂館する。

この管理制震の利点

(日製品が今までよりも安く生産されると再

時に，工員は普通よちも余計に賃金がえら

れる。

(2) 単値を決定するに 多少なりとも当て推

量を加えてする代わりに，正確な知識を

もって行うから，工員が社事を控えるとか，

「怠業jするとか，あるいは仕事に要する

時間について雇主側をごまかすとかいうよ

うを気風が全くなくなってしまう。した

がって管理者側と工員側との関に，感情が

険悪になったり，関争が起こったちするよ

うなことが全くなくなる。

(3) 請負単領ならびに自給を決めるべき基礎

は正確な観察に基づくもので為って，普通

の制度での偶然や誤莞住しが入っていない

から，工員は皆均等に公平に扱われ，従っ

て仕事をより一署よく多くしなければなら

ないという責径を感じてくる。

(4) 日々の仕事について，品費を最善に，生

産高を最大にするために，あらゆる方冨に

わたって協力することが，管理者と工員と

に共通した興味になる。

(5) 各機械および工員の最高生産能力を発揮

するのに，他の制度では長い間かかるが，

この昔話震では早いD

(6) この制度は各作業に対して，最も良い工

員を自動的に選択し，またひきつける。も

しこの制震を採用しなかった場合は，仕事

の遅い不長工員としてすんでいたものも，

この餅度のために一流工員となる者が多く

あるし，同時にとうてい救うことのできな

いような怠け者や劣等者の意気をくじいて，

ついに辻追い出してしまうことになる。つ

ま号，工員と雇主との簡に非常に親しい感

情を作り出し，ひいて労骨組合やストライ

キなどは全く不必要になってしまう 1九

ペンシルパニア州フイラデルフィアのミッド

ベール製鋼会社 (MidvaleSteel Company of 

Philadel phia)での過去1885から1895年までの

10年間，テイラー自身が職長 (foremanof the 

machine-shop) であった経験に基づいて書か

れている。 3つの要素の内，第1は単錨決定部

であり， PRS論文の主張と一致するD また利

点については，以下全文に渡って詳細が検討さ

れている様々な制度と比較して利点をまとめた

ものであるQ

(3) 当時の工場を巡る状況

続いて本文の最初では，当時の工場における

管理の悪さと制度の必要が次のように記されて

いる。

1.製造工業における危険

管理の悪い (badmanagement) ために起こ

る走険 (risks)。不動産や運輸業によとべて，工

場長が工員や機械の最高能力に近づけようとす

ることさえもできずに，日々ぐずぐずしている

ことの方がよ誌ど危験である。(販売や経理で

はなく)製造の方面については，一切をあげて

工場長や主任殺にまかせきりにして，従業員の

管理とか工場の娃理とかに関して，支配人自ら

行うべき'註質の原則や方法などについても，誌

とんど何の干渉をもしないという支配人は少な

くないo (括張内，報告者挿入)

2. 制度の必要

このような支配人は!日式製造家の部類に属す

る。これらの人々は，工場管理には方法がいら

11) Ibid吋 pp.33-37.(邦訳3-6ページ)
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ない，適当な人があればよろしいというであろ

う。しかし，近代的製造家は，ただ最良の工場

長や工員を得ょうと願うばかりでなく，事UI支や
方法の槙をもって，非常に注意深く各製造部門

を取り囲もうとしている。筆者の意見によれば，

この制度の欠けていることが，製造工業として

最も危険なことである12)。

このようを状況については.Nにおいてコン
テキストとしても若干検討するが，当時は工場

における労舗を巡る労使紛争やその飽社会詞題

などが頻発する状況にあった9

(4) 普通一般に罵いられている箸理制度とその欠点

続いて以下，菅理能度の選定をするにあたり，

当時普通一般に用いられている管理制度である，

日給制度，出来高払制度，所得分配制および嵩

増金制が検討されているc またその欠点につい

ても明確に主張されている。少し長くなるが要

約を引用したい。なお 以下の番号は先に記し

た目次番号に対応している。

3.管理制衰の選定

多くの従業員を使ってそれ相当の社事をさせ，

また同盟罷業とか，不注意とか，あるいは怠震

などに陥らないようにするため仁，できるだけ

完全な管理制度や管理法を採用する必要がわ

かったとする c しかし目的に最もふさわしく，

しかもあまり複雑でなく，経費も少なくてすむ

ような管理法を選択しなければならない。さて，

普通一般に用いられている管理方法tこも色々の

種類がある。そこで率を異にする出来高払制度

について説明するまえに その億の方法の内主

なものを研究するc

4.普通の日給制震とその欠陥

一番簡単な制度はE給制。日給制では，従業

員をいくつかの階級〈地位;普通労動者，議械

工技師など〉にわけ，階級別に標準の給料を

払う。従って，個人の特性，熱心，熟練，信頼

度などには全く関孫がない。この制度は，従業

員の気震を損ね，その能力を一様に平均化する

12) Ibid.， pp.39-41. (邦訳 6~8 ページ)

欠点がある。つまり，いくら精出して働いても

自分にとっての和益は少しもないから，なるべ

く仕事を少なくしてしかも聴を失わない程震に

勤めるのが一番かしこい方法であると G 結馬，

労働組合を作ったり同盟罷業をしたりして，雇

主の領分を浸略してくるのは当黙である。

5. B給制度の欠揺を改める方法
工員の賃金をその職別によって払わず，各そ

の分に応じて支払えば，労働組合の必、要はなく

なる。震主剖で骨をおって，全部の従業員を調

べた上で，記録を作り，これに基づいて賃金を

支払う。各労働者にはその分に迄じて適当な野

心を溝足させる余地が与えられており，精出し

て働くほど賃金が増すこと，そうすれば高級な

仕事が与えられることが皆に理解されるように

なると優秀な工員たちにとっては労働組合な

んかなんの必要もないものになる o I日式の製造

家は工場に事務員を使うことを特別に撮ってい

た。しかし，事務員が会社に対して最も値打ち

のある仕事をするわけである。

6. 日給棋ではどんなに管理が行き届いても

なお欠描がある

どんな職長でも，その部下全部を鞄えず抜け

目なく監督したり調べたりするわけにはゆかず，

工員各々についてその成績を詳しく書き上げる

ことはとても不可能である。日給制度は，もと

もと最大の欠点、をもっている。すなわち日給範

震のどこを探してみても，工員が自分自身を励

ますという点主宝ちっともない。

7. 普通の出来高払銭度

普通の出来高払制度が製造家にとって便利で

あるとする理由は，各工員は与えられたそ紅ぞ

れの仕事の賓率が決まっているから，いっそう

請を出して動いたり，何か作業方法を改良した

りして，幾分とも早くその仕事を仕上げようと

努力する。かくして工員の収入は増える。とこ

ろが，製造家は自分もその利益にあずかるべき

であると考え，その仕事の単価を切り下げて，

工員の元の日結時代よりも少し余計にとれるく

らいの単価にしてしまうむしかし，精出して働

いた報酬として，請負値段の切下げを 2度も 3
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度もされたらどんな間抜けでも必ずそのやりく

ちに噴慨し，将来に備える救済葉を求める D こ

のようにして工員と管理者との関に爵争がはじま

る。及足す害は，決して戦争iこ劣らぬものがある。

8.普通の出来高払制度が工員に及ぼす

道帯、的影響

気の科いた工員法，新しい仕事がでてくれば，

いつでもできるだけゆっくり作業するのが吉分

の利益であると考えるようになる。また職長に

は，できるだけ速くやっているように思わせる

のが利益となる。この「あしぶみJi怠業j と
いう方法が実際に宥われていることは実に想像

以上である。このようにして，鋳善と歎臓から

或り立った一つの制度が生まれてくる D この制

度は工員の気風を望落させ，多くの工員は雇主

を自然に敵であると思い，管理者側の和益にな

りそうなことは全部が彼らの損であると考えて，

管理者の要求には何でも反対することになる。

9.やや改良された出来高払制震

以上の欠点を少なくする邑的で修正されたも

のはいくつかあるc しかし，爵争の摂本原国を

根こそぎ取り払って，管理者側と工員髄とが心

から読方し，最大の生産をあげようと努力する

ことのできる制度はまだ一つも見たことがない口

しかしこれから述べる「率を異にする出来高払

都度jは，再団体の利害を全く講和させるもの

で忘ると信じる。

・改良型その 1:タウン氏が1886年に発明した

「所得分配法」

・改長型その 2:ハルシ一氏の「労働賃金支払

の割増金制度」

両氏の制変を簡単にいえば，あるときの実際

を標準として各仕事の単価を決める。もし工員

の努力によってもっと翠時開に，したがってもっ

と安い値段でできるようになったら，その所得

を労動者と資本家との障に一定の露合でわける。

10.所得分配制および割増金艇の利害

もし雇主が約束を良く守り，労働者は雇主の

誠意を信頼すれば，生産高は大いに増すであろ

う。しかし，基礎賃金が日給制である以上，労

働者は怠業してわざと仕事を空えeHこしようと

する気持ちが働くむその他以下の欠点がある 0

.最初の単価を決める出発点がみな不公平であ

り不正当であるため，仕事が違えば収入が違

うことにまる。

・生産費を下げるには工員の思いつきによる他

ないので，生産費低下が遅く，不規則であるQ

-特別に一流工員をひきつけて，劣等工員を自

覚させる力がないD

・一人一機被当たりの最高生産高を自動的に確

保することができない。

率を異にする出来高払制度は，以上の欠点が

全て取り除かれている c

11.協同すなわち所得分配

協同すなわち所得分配制の少なくとも部分的

成功は，いずれも製造工業の中心都市からはる

かに離れた小さな町で行われたり，普通の製造

工業とは条件を異にする工業に適用されたもの

である。協力主義は一般に失敗すべき運命を

もっている。

(1) 労働者各人がそれぞれの希望に従って自

由に活動しうる余地を与えるような協力の

形式が少しも考案されていない点。のらく

らしていながら， しかも弛のものと同禄に

利益の分配にあずかろうという怠け者が2

-3入でも入り込むならば，協力軒度のも

とでは，質の良いものまでもついに怠け者

の水準に引きずりおろされてしまう。協力

主義の欠点である。

(2) 報醗のもらう時期が遠いこと。普通の工

員辻半年や 1年先の利益を考えることは出

来ないG むしろ一時の楽しみをしたほうが

よいとも考えるであろう。

その趨:利益を公平に分毘することと，損を

分け合う段になると能力がなく，あってもそれ

を51き受けない。利益にしても損にしても，工

員がその分配にあずかること自体疑問がある。

というのは，利益とか損失とかはその大部分が

工員たちの勢力や支寵のおよばない原菌，彼ら

と関採のない原匿によって生ずるからである 1針。

13) Ibid.， pp.41-53. (邦訳8-16ページ)
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以上，様々な制度では理論上，労f吏毅争は解

決しないことが論じられ，実際も， i関争の根
本原因を根こそぎ取り払って，管理者健と工員

部とが心から協力し，最大の生産をあげようと

努力することのできる制度はまだ一つも見たこ

とがない。しかしこれから述べる f率を異にす

る出来高払制度」は，両国体の利害を全く調和

させるものであると告じる。Jと，述べられて
いる 9 テイラー独特の文先的・宗教的な表現も

含まれるが，テイラーの管理制衰の自的は，労

使紛争の解決で忘ることがここでも確認できる。

(5) 労使協講の可能性

緩いて，労使紛争解決の可能性について，具

体的に述べられている。

12.労使協調は可能か不可能か

普通の能度では，労働者と経営者との利害が

対立している。両者とも捜本的会巨的があり一

致しそうにない。すなわち労働者健は，彼らの

就業時間に対してできるだけ多くの賃金をうけ

ようとする要求が一般にあり，経営者関は，支

払った賃金に対してできるだけ多くの仕事をさ

せようとする要求がある。しかし，次の二つの

事実を基礎とすれば両者の協議は可能であるG

(1) 労働者はその作業時嵩に対し，いままで

よりも多くの賃金が得られるように永久に

保証してやりさえすれば，そんな産業にお

いても一日あたりの生産高を現在よりはる

かに増すことができるし，また増すことを

欲する。

(2) 経営者はその工場における一人一機械当

たりの生産高が，従来に比例してー雇多く

なるならば，一個当たりの賓金を永久に増

加することを約束することができる。

製造工業における間接経費は，重義工員に

払う賃金と同じかそれより多い。また工場

の生産高の多少に対してほほ一定であるc

つまり，生産高が増すならば，工員には高

い賃金を払うほど得であるむすなわち間接

経費の減り方は，賃金の増し方よりも大き

いからである 0

13.労使協調のために取り除かねばならない

謹書物

工員側，管理者側の両方ともに〈主として後

者).各持業に要する最短時間についての知識

が足りないことであるD この欠諸を除くために

辻，全ての工場に適当な単倍決定部を創設すれ

iまよい14)。

上記.r二つの事実Jは労動者ではなく，使
用者が責任をもって保証しなければならないも

のである。単語決定蔀の創設も費用者が倉j設す

るものである。また，主として使用者の作業時

開に隠する知識不足を解消することによって，

労使粉争解決のための障害物を取ち除こうとい

う主張であるc このことを，使用者側が認識す

ることによって.PRS論文の主張である「単

錨決定およびその決定方法における単位時間の

精細な科学的誘究jの必要および重要性の日的

が，労使紛争の解決であることを確認できる c

(6) 単億決定の方法

続いて，単信決定蔀の創設に関して，方法と

実際慨がー掴の鉄鋳坊の表富を平らに割る仕事

の例で詳鰻に述べられている凸実際例は省略す

るが，方法について以下若干概観することにし

たいQ

14.普通の単鍾決定法

職長か工場長が書記の助けで，まず仕事全体

を仕上げるのに要した時間の記録を繰り返し謂

べる。そして新しい仕事に最も鉱た仕事の記録

を探し出す。次にその記録に想録をまじえて新

しい仕事に要する時間を決めるc

15.基本的単錨決定法の由来と発達の経路

1883年にミッドベール製鋼会社で職長を務め

ていた当時，思いついたのに始まる。まず工場

で行うあらゆる種類の作業を要素に分けて，そ

れらの各要素に要する時間を計っておく。そし

て新しい作業に要する最短時間を求めようとす

14) Ibid.， pp.53-55. (邦訳16-19ページ)
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るときには，それを要素に分析してその要素作

業に対する時間に加え合わせる。この方法は普

通の想f象をまじえるよりもはるかに簡単にでき

る。この工場で扱う千差万民の金属を細工する

襲被作業に対して適当会単倍を定めること辻普

通の方法では複雑でありかっ困難である。しか

し単価決定部の儀きと率を異にする単倍の効果

とによって解決できた。そして，常に担争って

いた工員傭と管理者健は この制度では完全に

講和協力することになり，同時に製品の品費は

向上し生産高も増した。これを始めるときには，

単催決定部の時開研究を行う人関にかなり反対

があったが，最短時需の記録に関係なく単留の

決定が行われることとこの部の知識が工員自身

よりも正確なことがわかると，君、業はなくなっ

た。それとともに双方の対立や闘争の大きな原

因も自焦に消えたc

16.基本的単倍決定法の摂i

17. 正確な単倍の決定は最大生産の第一歩である

しかしながら一日にどれだけ仕事ができるは

ずかを知ることと，最大スピードで作業させる

こととは，全く別のことである15)。

以上， r一日にどれだけ仕事ができるはずか
を知ることムつまり単僅決定法について述べ

られている。

この方法を実際に行った結果，労使紛争iまな

くなり f完全に調和協力することJになったと
記され，再びここでも労使粉争解決について述

べられている。

(7) 率を異にする出来高払梶度と単価決定方法，

およびその関孫

続いて， i最大スピードで作業させることJ，
つまり率を異にする出来高払制更が主として述

べられている。また単価決定法との関係もあお

せて記述され，最後に道管、的効果とこの制度の

将来性と総括が記述されている。

15) Ibid.， pp.56-62. (邦訳19-23ページ)

18.率を異にする出来高払寄せ衰の説明

工場の最大生産高をあげるのに最も有勢な方

法として私が考案したむ仕事が最短時湾内にで

きてしかも何の欠点もないならぜー単位当たり

高い賃率で支払う。長く持関がかかったりある

いは何か欠点があったりした場合は抵い賃率で

支払うむ普通の方法では，ある工員が特別勉強

して生産高を増すことができれば，その工員だ

け儲けてはいけないと結論し，単位を引き下げ

るので，その工員辻調子を速めて働いているに

も関わらず昔と同じ賃金しかとれないD そうな

ると再びそんな馬車らしい努力を繰り返さない0

19.工員取扱い上の原則

一部の雇主が企てるように，賃金はその近房

の工場と同様な標準額で，最大量の仕事をさせ

ようとしても失敗するに決まっているG 余計に

仕事をした場合は余計の報酬を与えるのが正義

の要求であり，反して量も質も下がった場合に

は，損を負担させることも当然である司また，

f解雇される心配jは「かなりいろいろと勝手

な行動をとってもよいのだな」という惑じを工

員一般に与えることになるから，決して生産の

量と質をよくするゆえんではない。

20.低率および、高率賃金の定め方

低率賃金は，どうかこうか普通の自蛤額だけ

はとれるくちいの程度に決めて，もっと精出す

気分をおこさせる。高率の正確な数字詰事業の

種類と地方の事情によって違う G しかし，必、ず

給金を毎日計算し，各工員はうまく最高賃金が

とれたか，不注意または不良でいくら損したか

がすぐわかるようにしなければならない。

21.賃金詐算の単位

それぞれ葡入だけの成績によるのがiまんとう

である s 匝体の賃金を各工員に割り当てるには，

各々が受けもちの作業につくす努力と精密の程

度をも参考にしなければ去らない。ある団体が

一人の不注意や怠けのために高い賃金を取れ会

かった場合，その怠け者も次には最善をつくさ

なければならなくなるし，なお怠ければ団体か

ら放り出されるであろう。

22. 率を異にする出来高払制度による利益
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この制度辻劣等工員をみんな追い出して，そ

の作業によく適した擾秀な工員だけを惹きつけ

ておくという特色をもつことだけでも大いに役

に立つ。一番大きな利益は，この制度は適当な

単価決定部の活動とあいまって工員測にも管理

者慨にも，互いに近づき親しんでいこうとする

靖神的態度を生ずることである。

23. 基本的単題決定法と率を異にする出来高払

制度といずれがより重要であるか

工場の生産高を増す工夫として，科学的単催

決定法は率を異にする出来高払割度よちもはる

かに重要である。この出来高払制度が結局お互

いの利益になるということがよく認められてく

れば，もはや鞄対的に必要な制度ではなくなる。

そのかわりに，単錨決定部は絶対的になくては

ならないものになってくる c

24. ノ¥ンドブ伊ツク

25.単価決定部の組織と自的

26.基本的単価決定法の間接的利益

率を異にする単髄を定めるに先立ち各機械の

龍力について詳しく調べておく必要がある。設

計上の欠点を改めたり 運転方法や手入方法な

どについても大いに改良すべき点がわかってく

るc 各工場を上手く操業するためには，きわめ

て縮かいところにまで注意深く組織づける必要

のあることが，単舗決定部の活動によって明ら

かにされたむ例えば，ベルトの手入方法，削り

工其の適当な形およびその研ぎ方etc.Q この予

錆的研究や細かい事柄を組織だてることをしな

ければ，率を異にする出来高払制度を適用して

も成功はおぼつかない。

27.機械および工員の生産高を増す可能性の実例

28. 率を異にする単舗の最初の適用とその効果

ミッドベールスチール会社での仕事;こついて，

率を異にする出来高払制度で高率雲金を支払っ

た方が普通の出来高払制度よりも経済的である

ことをデータ辻示しているc この会社に率を異

にする出来高払制度を適用してから，既に10年

になるが，工員がストライキを行ったことはま

だ一度もない。しかも労動組合の組織やストラ

イキがこの時期最も或長したのはこの製鋸業で

あったc この会社の一流工員はみな，労儀組合

が成功することは劣等工員がいままでよりも余

計にもうける事になり，嚢等工員の賃金は減る

ことになる理論をわきまえているから，説きふ

せられて労動組合に加入することは決してな
し)16)。

29.工員の取扱い方に関するー殻的注意

どんなによい管理制度でも，決して杓子定規

にこれを適用しではならない9 雇主と労働者と

は，必ず適当な個人的関孫を保つように努めな

ければなら会い。また労動者を家り扱う場合に

は労動者の編見をも考えにいれなかればならな

い。労動者からいうと 上役はそれ梧当のレベ

ルにたって話してくれることが望ましい。工員

はみな自分の心持を自由にさらけ出すことの出

来る機会を非常に得たがるc しかもそれが雇主

とともに語ることが出来るのであれば立援な安

全弁になる。そして工場長がよくもののわかっ

た人物であって，部下の工員たちのいうことに

よく耳を傾けかっ適当な敬意を持ってその事柄

を取り扱ってやるならば労働組合やストライ

キなどの生ずる原国はなくなってしまう。密書

館などの大げさな慈善施設ではなく，個人組人

に対するちょっとした親切や同情のlまうがどの

くらい工員と彊主との間の友情を車くするかし

れない。

30. この鵠度の及ぼす道窓的効果

工員たちに対して実震的に正義が行われてい

るという感じを与えること詰，全体的に彼らの

人物をはるかに男らしくし，朗らかにし，また

告実にする。快活に鶴き，お互い同士でも雇主

との関係でも親切になってくる。旧式制度にあ

る，不公正な取扱いをうけてくよくよと悩む結

果，いじけた心の持主となることがない。

31.この髄度の容来発展の可能性

基本的単価決定法と率を異にする出来高払制

度とを行いさえすれば全人類のあらゆる病弊

をごとおすことができる一謹の万龍薬であるとお

もわれはしないかと心配である。決してそうい

16) Ibid.， pp.62-79. (邦訳23-35ページ)
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うものではない。二つの方法の効能を大きく考

えているが，また反対に，近い将来にはこの管

理能度を採用する工場はなかろう。経営に或功

した製造家は，やがて科学的単髄決定法を剥用

するようになるむまた競争が激しくなるので，

他の業者も河じ方向に進まざるをえない状態に

なるであろう c 競争の立場にある全国の同業者

全てがこの方法を採用しても，みな率を異にす

る出来高払毒u度の要求する高率賃金を払って，
工員たちをよち速く働かせることができる。賃

金に比例して生産高が増していきさえすれば。

会お生産原舗がやすければ，商品は外国の市場

へ販路を広めることができ，従って，やはり高

い隻金を払うことができるのである。

労働組合は多くの製造家は実害があるものと

思っているが，私は反対である。団体の力に

よって労働時間の短縮，労働者の待遇改善，賃

金条件の改良などで，労動者ばかりでなく，全

世界に大きな雲献をしたむ労働組合と交渉する

制度は，資本家と労動者との関係を講節する

色々な方法のうちで ちょうど真ん中の位量を

占める c 労働者が自ら救われようとするには，

団結の力によるほかに道がないようなありさま

では，資本家にとっても労働者にとっても満足

な状態とはいえない。それよりは，各労働者の

奮発心を刺激するために各個人の倍f直に従い賃
金を払い，仕事の種類や培綾によって賃金を制

限しない髄度の方がはるかにまさっていると信

じる。問題が管理に嘉するものであろうと社会

結合に関するものであろうと，ある制度のもた

らす効果はたいしたものではない。私の最も大

きな希望は，私の制度によって，そこらにいる

工員が資本家とともに繁栄の渡の頂上まで上

がってもらいたいということである17)。

百.総括と今後の課題

以上，この論文におけるテイラーの主張辻，

労使紛争を解決するための「単舗決定および、そ

の決定方法における単位時間の靖縞な科学的研

17) Ibid.宅 pp.79-84.(邦訳35-39ページ)

究jの必要性であり，その具体的内容をテキス

トとして概要ではあるが確認できた。

ところで，テキストを霊史的，社会的，文先

的，思想的なコンテキストとの関わりで解釈す

る，つまり「一定の状況下での，主体としての

橿々の思想家の意留に基づく言葉による陳述j

として提えようと試みることも課題の一つで

あった。以下，若干指摘しておきたい。

まず，当詩のアメワカ合衆国ペンシルパニア

ナ11フイラデルフィアなどで見られた社会状況に

ついてで忘るが， Spender (1996)からの引患

によると次のようであったという。

11873年は銀行破産という到の金融パニッ

クが見舞い，何千というフイラデルフィアの

労働者階級の家族が破産した。人種暴動が多

数の死者をもたらし，軍隊が秩序回復のため

に要請された。フイラデルフィアだけで6000

以上のサロンがあり，市は汚職，買収，そし

て致治的ボスに支配された口詞時に，フイラ

デルブイア生活の自に見える構造は毎日変

わっていた。(中略)都市交通はついに徒歩

以外の手段での通勤を可能にし，それによっ

て各職業の労働者調達地域を拡大。(中略)

フィラデルフイアの最初のケーブルカーシス

テムは1885年に作ちれ， トロワーカーが出現

し，人口と移民が共に増大し，ストライキや

スト毅りが常態化し，連合組合が形或され，

本の浄化は不適切なまま残され，腸チフスの

突発も日常茶飯事であった。J18l

また当時の機械技師たちが，経営管理能衰の

発展に強く関わっている点についても詣携でき

ょう 19)。テイラーは接械技露出身である c

さらに，宗教的コンテキストについても若干

指摘しておきたい。テイラーがなぜ混沌とした

フイラデルフイアあるいはアメリカ東部工業発

展地域における社会問題の解決をテーマとした

か，あるい辻テキストにおいて「道徳J1友情」

18) Spender， op. cit.， pp.7-9. (1996) (邦訳8-11 

ページ)

19) Towne (1886) を参照されたい。賓濃 (2005)

に詳しい。
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「いじけた心」会どの表現について，宗教的コ

ンテキストを考憲することによって理解が深ま

る可能性が高いのではないかと考えられるc テ

イラーは，キリスト教プロテスタントの一派で

あるクエーカ一派(Quaker)20)で、あるc またアメ

リカ合衆国ペンシルパニアナIiの創立者であるウ

ィリアム・ペン (William P enn) もクエーカ

一派であり，フィラデルフィアはその活動拠点

の重要な場所であった。ここでは1918年に社

会・経済問題に対するクエーカ一派の基本的立

場を示した「真の社会秩序の八つの基礎jの要

豹を記すに留めたい205

l.人種，性別，社会措層を越えた兄弟愛の実現

2.物質的目的にそ憂先して，人間的成長を実現

する社会秩淳の実現

3.経済的，物的な不公正の解清と，全人格的

発展の平等性の実現

4.個々人の関の撞壁撤廃。負担の平等性

5.正義・親愛・信頼の重視と，その労f吏関祭

への適用

6.力による支配ではなく，協力と善意による

対立の克競

7. 生活の基盤としての奉仕の護持

8.人間の社会発展のための物的資本の有効利用

労使紛争の解決とその方法は，これら「真の

社会秩厚の八つの基礎Jと見事に一致している
ようにみえる。

以上，概略ではあるがテキストを検討し，コ

ンテキストについても若干の指摘を行った9

PRS論文におけるテイラーの主張誌，労使

20) 正式名称、辻， Religious Society of F riendsで

あり，日本では「基督友会jである。クエーカー
涼の霊史は，放設の予言者ジョージ・フォックス
(George F OX)の教えが，イングランド北蔀丘陵
地域に受け入れられた1652年ないし1653年から始
まる(山本 (1994) 7ページ)。
21) 山本 (1994)237-238ページでは，全文京が結
介されている。ここではその要約であるところの
三井 (2004)38ページから引用した。ただし，こ
の「真の社会秩序の八つの基礎jはアメリカ合衆
冨においてではなしロンドン年会に語いて採択
されたものである。

紛争を解決するための「単倍決定およびその決

定方法における単位時開の精縮会科学的研究j

の必要性であった。当事者である労働者と費用

者の労使紛争といった社会問題を解決するため

に労動者でも使用者でもなく，第三者的に

f単錨決定およびその決定方法jの創設が重要
であり，そのために精細な「科学的j単位時間

研究が非常に重要であると主張したと解釈でき

るのではないだろうか。後に続く論文において

もこの「単位詩情の研究jは重視され，この単

金時間の研究に対する企業 (f吏用者)の責在に

ついても言及されているc

また，グローパリゼーションの進展と「企業

の社会的責在jとの関連については本研究ノー

トでは直接検討することができなかった。本研

究ノートで取り上げた“A Piece-Rate Sys-

tem"が書かれた頃から第一次世界大戦まで，

グローパリゼーションが進展してゆく時代で

あったむ現代もまた規模と内容は異なるがグ

ローパリゼーションが進展する時代であるc

f多量籍金業と社会Jといったテーマを考察す
るにあたり，この点についてを，今後の課題と

したい。
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